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都営住宅の集会所・広場で、
地域の方の交流につながるプログラムを実施し、
だれもが集いつながる居場所

をつくる事業です。

東京みんなでサロンってどんな事業？

都営住宅の集会所からはじまる、地域の「居場所」
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プログラムには
団地居住者だけでなく、
地域の方も参加
できます。

プログラム運営主催者
を東京都・JKK東京が
募集します。

東京都及びJKK東京が
集会所や広場の利用について、

団地自治会との橋渡し
を行います。

東京みんなでサロンの仕組み

自治体、社会福祉法人、NPO法人、
市民団体、事業者など
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体操、食に関する講座等

健康増進・フレイル
予防プログラム

子育て交流
プログラム

相談、ワークショップ等

プログラムの種類
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囲碁、将棋、カラオケ、
健康マージャン、ダンス等

シニアコミュニティ
交流プログラム

地域コミュニティ
支援プログラム

お祭り、地域交流、
異文化交流等



緑化活動プログラム

花壇・菜園づくり、
ワークショップ等

障害者交流
プログラム

相談、講話、ワークショップ等

環境・リサイクル
推進プログラム

講話、ワークショップ等
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文化プログラム

伝統芸能、音楽、ダンス、
アート、ワークショップ等

防災・防犯啓発
プログラム

防災・防犯講話等
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この事例集で紹介している事例は、令和６年度に各団体へお尋ねし、御回答
いただいたものです。
活動の内容や拠点、連絡先などは変更になる可能性がありますので、御了承

ください。
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１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

子ども食堂
対象:小学生から18歳まで

西東京市
田無緑町三丁目アパート集会所

月１回（第３木曜日）

放課後キッチン・ごろごろ
担当 石田裕子

♪きっかけ

2016年３月から、子ども食堂を始めました。使用していた社会福祉
法人の地域活動拠点が閉鎖されることになり新たな拠点を探してい
ました。近隣の都営住宅の皆さまにご理解いただき、2022年から当
拠点で活動しています。

♪活動内容・工夫した点

食事をするので、カーペットに汚れがつかないようにビニールシー
トを敷いてからテーブルを置いています。支援が必要そうな子ども
についてはさりげなく見守りを強化しています。

♪成果

子ども達がとても楽しみにしてくれて多くの参加があります。また、
参加者だけでなく、スタッフもボランティアの楽しさを実感しなが
ら活動しています。今年度は84歳の新しいメンバーが加わりました。

集会所を利用し、取組を充実させた事例
子育て交流
プログラム
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１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果
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１ プログラム名・主な対象 ２ 実施場所

３ 開催頻度
４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果

地域の課題を解決した事例
地域コミュニティ
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１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果

公的機関から情報を得て、活動を活発化した事例
健康増進・フレイル
予防プログラム

16



１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果
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健康増進・フレイル
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１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果

文化プログラム 公的機関から情報を得て、活動を活発化した事例
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第４木曜日
13:30～15:30



１ プログラム名・主な対象

２ 実施場所

３ 開催頻度

４ 主催者名・問合せ先

♪きっかけ

♪活動内容・工夫した点

♪成果

防災への意識を高めた事例
防災・防犯啓発
プログラム
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東京都が実施した事例紹介

●医療機関と連携した取組

●就労支援イベント

●ウクライナ避難民と団地居住者との交流会

都営住宅の集会所等において、医
療機関が有する知見や専門性をいか
した講座等を実施することで、都営
住宅やJKK住宅にお住まいの方のほ
か、近隣にお住まいの高齢者の健康
で心豊かな生活の支援や地域コミュ
ニティの活性化を目指していきます。

都営住宅に受け入れているウクラ
イナ避難民の方と、団地の既存居住
者の方との良好なコミュニケーショ
ンの機会となるよう、これまでに、
書道体験プログラム、職員有志の寄
附によるおもちゃプレゼントなどを
コンテンツにした交流会を開催して
きました。

これから働きたいと考えている方
や、しばらく働くことから遠ざかっ
ていた方などを対象とし、将来的な
就労へつなげていくための就労ミニ
セミナー及び個別相談会を実施しま
した。より参加しやすいイベントと
なるよう、ヨガ教室や時短家事テク
ニック講座などを併せて実施してき
ました。
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JKK東京が実施した事例紹介

●子育て支援イベント
都営住宅にお住まいの小学生を対象に

太陽光発電設備の仕組みについて学べる
イベントを開催しました。
このイベントは、都営住宅にお住まい

の子育て世帯に対する支援の一環として、
次世代を担う子供たちが「持続可能な都
市・東京」に向けた取組への関心を持つ
きっかけ作りとなることを目的に企画し
たものです。夏休みの自由研究テーマに
も選べるよう工夫をして実施しました。
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イベントでは、JKK東京の職員が太陽光発電設備の仕組みについて授業
を行い、その後、ペットボトルを使ったソーラーカーを作成し、走行実験
を行いました。実験後は、実際に都営住宅に設置している太陽光パネルを
現場見学しました。
また、開催場所となった都営住宅の自治会役員と参加者との交流の機会

を設け、自治会役員から日頃の自治会活動についてのお話をお伺いしまし
た。

●防犯教室
都営住宅にお住まいの方を対象に、イ

ンターネットの危険性を理解し、スマホ
詐欺等の被害に遭わないよう防犯教室を
開催しました。
このイベントは、都営住宅にお住まい

の高齢者がスマホ詐欺や特殊詐欺の被害
者とならずに安全・安心な生活を送れる
よう、警察署に協力いただき実施しまし
た。
イベントでは、特殊詐欺に関する動画

を視聴したのち、警察署員からインター
ネット詐欺（SNSを使用したニセ宅配詐
欺など）の手口や注意事項などについて
講話をいただきました。



東京みんなでサロンを始めるには？

●申込から実施までの流れ

①申込
申請書に必要事項を入力し、JKK東京都営管理課みんなでサロン担当まで
メール又は郵送でお送りください。

②審査
申請いただいたプログラムの内容について、 JKK東京及び都で審査をします。

③自治会調整
集会所の利用について、自治会との調整を行います。

④結果通知
審査及び自治会との調整終了後、承認書を送付します。

⑤プログラム実施
集会所にて、プログラムを実施していただきます。

※申込は常時受付
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※申込から結果通知までの期間は、次ページのQ2を参照



よくある質問と回答

Q1.個人でも法人でもプログラム運営主催者になれますか？

Q2.申込から結果通知までどのくらいの期間がかかりますか？

Q3.集会所の使用に関し費用は発生しますか？

A.どちらでも可能です。

A.自治会との調整も必要なため、おおむね２週間から3週間程度です。

A.集会所の使用に当たり、自治会が定める光熱水費相当額等の御負担が必要に
なります。金額や支払方法については、申請受付後に自治会の連絡先を
お伝えするので、直接御確認ください。

Q4.参加者から参加料を徴収できますか？

A.原則、徴収できません。ただし、ワークショップや飲食など材料費等が必要
なものについては、低額の実費を徴収できます。

●申込に関すること
JKK東京都営管理課みんなでサロン担当

03-3409-2261
minnadesalon(at)to-kousya.or.jp

（※送信の際は、(at)を＠に変換してください。）

●事業に関すること
東京都住宅政策本部都営住宅経営部指導管理課

03-5320-5032
S1090202(at)section.metro.tokyo.jp

（※送信の際は、(at)を＠に変換してください。）

JKK東京 HP

住宅政策本部HP

詳しい情報は下記の問合せ先まで
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各種動画コンテンツのご案内

こちらから御覧ください↓

都営住宅に関する各種動画を公開中！！

●都営住宅の移動販売・東京みんなでサロンの御紹介

こちらから御覧ください↓

●23区内の都営住宅団地の御紹介

こちらから御覧ください↓

●多摩地域の都営住宅団地の御紹介
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